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※催物（イベント等）の開催会場や施設の感染症拡大防止対策に即して活動する。
※「３密」（密集・密接・密閉）を回避して活動する。

●密集対策
　・人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空けましょう。
　・座席は隣の人と一つ飛ばしに座りましょう。
　・真向かいには座らず、互い違いに座りましょう。
　・屋内では、収容定員を考慮し、会場を広く使い、空間を確保しましょう。
●密接対策
　・十分な距離を保ち、マスクを着用しましょう。
　・飲食を伴う活動を行う場合は、対面を避け会話を控えましょう。
●密閉対策
　・窓を開けて換気を行いましょう。
　・窓が一つしかない場合は、扇風機や換気扇を併用するなど工夫しましょう。

・氏名、連絡先の把握
・万一、感染者が発生し追跡調査が必要になった時
　　に役に立ちます。１か月は保管します。

●参加者名簿の作成

・チェックリストを作成し、参加者
　の健康状態を把握します。

●検温や健康状態の聴取・調理員は、必ずマスク・手袋を着用し、
　こまめに手を洗いましょう。
・整理券を配布するなどして行列が生じない
　　　よう工夫しましょう。

●飲食を伴う活動について

●会議・研修会などは、書面開催やオン
ライン会議の検討　　　　　　　　

●複数の会場や複数の日程による分散開催や入替制
などによる人の集中の回避　　　　　

●参加者数の制限を守る
●待合場所等における密集の回避

●高齢者など重症化リスクの高い人には、消毒・
衛生対策を徹底してもらいましょう。 ●対面を避ける座席配置や

シールド等の設置

●長時間の滞在を避ける
　プログラムと進行管理

・作業はできるだけ２ｍ以上離れて行う。
・グループでなければできない作業を行う際は、
　マスク・手袋を着用して、人と人とが接触し
　　　　　ないようにしましょう。

●清掃活動について

・発熱等の風邪の症状が見られる場
　合には、活動参加を控えましょう。

●体温測定・健康チェック

・手洗いは30秒程度かけて
　水と石けんで丁寧に洗う。

●こまめな手洗いや手指消毒。

●活動に際しては、可能な限り
マスクを着用し、咳エチケットを
心がけて参加しましょう。

●暑い日はこまめな
水分補給など、熱中症についても

対策をしましょう。

●接触確認アプリの活用

●活動後はうがいや手洗い、
シャワーを浴びるなど、自宅にウイルスを
持ち帰らない行動を徹底しましょう。

●会場で参加者が共用する物品類
の消毒の徹底。
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